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　地域における健康状態を把握し，改善させるための目標設定などをおこなう上で，都道府県別の平均

寿命による比較が用いられるが，都道府県の平均寿命の格差がどのような要因に起因しているかは平均

寿命がすべての死亡に基づく指標であるため，分析が困難である。わが国の高い平均寿命は高齢化とも

関係があり，高齢化は地域によっても異なる。そこで，本研究では47都道府県について寿命延長とい

う視点から都道府県の死因の特徴，地域格差を明らかにするための基礎資料として，平均寿命に寄与す

る性別・年齢階級別・死因別要因を都道府県別に解析し，主に高齢者を中心に都道府県別の死因分析を

行うことを目的とする。 1975年から2000年における性別，年齢階級別，死因別の寿命変化への寄与年

数を各都道府県について比較するために，死因別死亡率の変化による寿命変化への寄与を評価できるポ

ラードによって開発された平均寿命の変化に対する寄与年数を用いた。その結果，65歳以上の全死因

については，男性では甲信越，北陸で寿命延長への寄与が高い傾向があった。女性では，西低東高の傾

向がみられた。その一方で，関東（特に東京都），関西（特に大阪，京都府）といった大都市部では他

の都道府県と比較して寿命延長が小さい傾向にある。その他の疾患に対しても，地域的な特徴として大

都市部の都府県において寿命延長の寄与が小さい傾向にあり，疾患によって地域格差がみられたものが

あった。今後は，各都道府県について平均寿命に及ぼす影響の要因を分析する上で，様々な要因からみ

た多角的なアプローチが必要である。また，このような多角的な検討によって，高齢者に特有な疾患や

地域の傾向を同定して，高齢者への効果的な予防対策を講じることができ，死亡率の改善だけではなく

ＱＯＬの改善にもつながると考えられ，本研究の結果はその一助となることが期待される。

　　　　　　　　　　はじめに

　地域における健康状態を把握し，改善させるための

目標設定などをおこなう上で，都道府県別の平均寿命

による比較が用いられる。しかし，都道府県の平均寿

命の格差がどのような要因に起因しているかは平均寿

命がすべての死亡に基づく指標であるため，分析が困

難である1）。そこで･，我々は地域格差に寄与している

要因を探るために健康指標の一つである平均寿命に着

目し，都道府県別（全国および青森県，長野県，大阪

府，徳島県，沖縄県について）にどのような疾患が寿

53

命変化に寄与しているかを定量的に評価した2)。

　その結果，全国および青森県，長野県，大阪府，徳

島県，沖縄県のいずれの府県も全死因における寿命の

延長は年々減少傾向にあり，寿命の延びは鈍くなって

いる。死因別にみると循環器疾患死亡率の低下による

寿命の延長がみられた。その中でも，特に脳血管疾患

が占める割合が大部分であった。その一方で，悪性新

生物は近年になるにつれて負の寄与を示し，寿命を縮

める要因となっていることが明らかになり，これらは，

寿命の延びが鈍くなっている主な要因と考えられるこ

とが示唆された。



渡辺智之・福田博美・宮尾　克・平尾智広・長谷川敏彦

　また，わが国は2003年の平均寿命が男性で78.36

年，女性で85.33年と世界の中でも高い水準を維持し

ている。特に，平均寿命の延長に伴い，65歳以上人

目は2003年で男性6,162万人中1,022万人(16.59%),

女性6,452万人中1,400万４千人(21.70％)4)と大きな

割合を示している。高齢化率は地域によっても異な

り4)，平均寿命にも影響していると考えられる。

　本研究では，高齢者を中心に47都道府県について

寿命延長という視点から都道府県の死因の特徴，およ

び地域格差を明らかにするための基礎資料として，平

均寿命に寄与する年齢階級および死因別の要因を都道

府県別に解析し，都道府県格差について検討すること

を目的とする。

　　　　　　　　　　　方法

　1975年から2000年における性別，年齢階級別，死

因別の寿命変化への寄与年数を各都道府県について比

較，検討した。つまり，各都道府県の対象期間におけ

る平均寿命の変化は，どのような年代および死因が影

響を与えていたかを評価した。本研究では，死因別死

亡率の変化による寿命変化への寄与を評価する方法の

一つである，ポラードによって開発された平均寿命の

延びに対する寄与年数を用いた5)。

　つまり，２つの時点t1, t2における生命表があると

き･平均寿命の差e02 － e01は年齢階級別死亡率の２時

点間の変化によってもたらされる。時点t1, t2におけ

る生命表のｘ歳からｔ年間生きる生存確率をそれぞれ

tp　tpjとし，ｘ歳の平均余命をそれぞれej，ejと
する。さらに，年齢階級[ｘ,ｘ＋ｎ-1]における死因ｉ

による中央死亡率をそれぞれ。mj叫二mji)2としたと

き，寄与年数は近似的に，

e02 e012Σ(lmo(i)1‾lmo(j)2)WO＋4Σ(4ml(i)1‾4ml(j)2)W2

　＋5Σ(5m5－5m5(i)2)W7.5

　＋5Σ(5m10(i)1－5m10(i)2)W12.5

　+ ･ ･ ･　　　　　・

　但し，Ｗt＝1/2(tpo2et1＋tpolet2)

　　　　　ｎｍｘ(i)゜ｎｍｘ(ｎＤＸ(i)/ｎＤＸ)

で表される。ここで，j)。および。Dji)はそれぞれ，年

齢階級[X, x+n-1]における全死亡数，死因ｉによる死

亡数である。寄与年数が正の値である場合，対象期間

において当該疾患の死亡率が低下したことによって平

均寿命が延長したことを示し，負の値である場合は，

死亡率が上昇したことによって平均寿命が縮まったこ

とを示している。なお，年齢階級は0-64歳，65歳

以上とし，疾病分類は死因簡単分類によって分類し

た8)。1975年, 2000年の全国および都道府県別死亡

数は人口動態統計8)を用い，平均余命および生命表

生存数は全国については完全生命表9し都道府県につ

いては都道府県別生命表1o）を用いた。なお，都道府

県別死亡数については性別・年齢階級別・死因別に層

化すると各カテゴリーの値が小さくなるため，対象年

の前後2年をあわせた５年分の平均値を用いた。

　　　　　　　　　　　結果

　表1～8にポラードの方法によって算出した1975-

2000年における性・年齢階級・死因別にみた平均寿

命の変化への寄与年数を，47都道府県それぞれにつ

いて示した。主に65歳以上の結果について述べる。

　まず，全国について概観すると, 1975-2000年の全

死因における寿命延長への寄与は，全体では男性5.94

年，女性7.40年であった。また，男性の65歳以上で

は3.01年であり，女性は4.93年であった。死因別に

みると，男女ともに循環器系疾患の死亡率改善による

寿命延長が最も大きい（男性2.48年，女性3.41年）。

その中でも大部分が脳血管疾患によるものである。

（表1）

　次に主要な死因についで都道府県比較した。

１．総数（全死因）

　全死因死亡率の変化による寿命変化への寄与年数

は，65歳以上では男性で長野県(3.79年），富山県

(3.72年），山形県(3.71年）の順で高く（表1, 3),

逆に最も低いのは岡山県(2.64年）であり，次いで青

森県(2.71年），和歌山県(2.74年）の順であった

（表1, 5, 6)。女性では，新潟県(5.78年），富山県

(5.63年），石川県(5.61年）の順で高く（表3），逆

に沖縄県(3.86年），東京都(4.35年），神奈川県

(4.54年）の順で低かった。（表2, 8)

　全体では男性では富山県(6.99年），熊本県(6.99

年），大分県(6.97年卜の順で高く（表3, 8),最も

低いのは東京都(4.85年）であり，次いで神奈川県

(5.36年），岡山県(5.45年）の順で低かった（表2，

6）。女性では，富山県(8.40年），秋田県(8.32年），

石川県(8.32年）の順で高く（表1, 3),東京都

(6.31年），神奈川県(6.67年），沖縄県(6.71年）の

順で低かった。（表2, 8)

2.感染症

　感染症についてみると，65歳以上では男性で福井

県(0.15年），熊本県(0.15年卜鹿児島県(0.15年）

の順で高く（表3, 8),逆に長野県（0.03年），宮城

県(0.03年），群馬県(0.04年）の順で低かった（表

1-3)。女性では，最も高いのが福井県（0.11年）であ

り，次いで青森県（0.11年），滋賀県(0.09年）の順

で高く（表1, 3, 5),逆に神奈川県（0.00年），群馬

県（0.01年），茨城県（0.01年）の順で低かった。（表

2, 3)

　全体では男性では鹿児島県(0.41年），大分県

(0.37年），青森県(0.36年）の順で高く（表1, 8),
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長野県（0.08年），鳥取県(0.12年），群馬県(0.14

年）の順で低かった（表2, 3, 6)。女性では，青森

県(0.29年），鹿児島県(0.26年），大分県(0.23年）

の順で高く（表1, 8),群馬県(0.08年），神奈川県

(0.09年），長野県（0.10年）の順で低かった。（表2，

3）

表1:性別・年齢階級別・死因別にみた平均寿命の変化への寄与年数（全国・北海道・東北:1975-2000年）

都道府県　　　疾病分類　　　Total　　O･64　　Total　都道府県　　　疾病分類　　　0-64　　Total　　0･64　Total

全国　　　総　数　　　　　2.931　3.006　5.937　　2.472　4.926　7.398　北海道　　総　数　　　　　3､010　3.136　6.146　　2.592　5､225　7.816
　　　　感染症及び寄生虫症　　0.139　0.088　0.227　　0.102　0.044　0､146　　　　　感症及び寄生虫症　　0.157　0.123　0.280　　0.125　0.042　0.166
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悪性新生物

　胃の悪性新生物

心疾患（高血圧性除く) 0.176

脳血管疾患

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管､気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患(高血圧性除く)

悪性新生物
　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管､気管支及び肺

循環器系の疾患

　　　　　脳血管疾患　　　　0.922　1.590　2.512　　0.460　2.038　2.498　　　　　脳血管疾患　　　　1.044　2.156　3.200　0.601　2.870　3.471

　　　　自殺　　　　　　　-0.330　0.000･0.330　-0.006　0.033　0.027　　　　　自殺　　　　　　　-0.260　0.031　-0.229　　0.094　0.085　0.179

宮城　　　総　数　　　　　2.987　3.303　6.290　　2.451　5.096　7.547　秋田　　　総　数　　　　3.447　3.274　6.721　　2.771　5､552　8.323
　　　　感染症及び寄生虫症　　0.137　0､030　0.167　　0.096　0.027　0.123　　　　　感染症及び寄生虫症　　0.101　0､077　0.178　　0.0%　0､057　0.153

0.259　-0.027　0.232
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-0.012　-0.166　一一0_177
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心疾患（高血圧性除く) 0.211　0.554　0.766

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管､気管支及び肺

循環器系の疾患

　　　　　　脳血管疾患　　　　0.760　2.030　2.790　　0,542　2.765　3.307　　　　　脳血管疾患　　　　　1.006　1.964　2.969　　0.579　2.621　3.200

　　　　　自殺　　　　　　　-0.272　-0.002　-0.274　　0､043　0.045　0.088　　　　　自殺　　　　　　　-0.285　0.030　-o､255　　0.046　0.053 0.100

山形　　　総　数　　　　　3.094　3.710　6.805　　2.734　5.352　8.087　福島　　　総　数　　　　　3.440　3.109　6.549　　2.607　5.089　7.696
　　　　感染症及び寄生虫症　　0.080　0.078　0.158　　0.084　0.034、0.119　　　　感染症及び寄生虫症　　0.135　0.042　0.178　　0.083　0.022　0.105
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3.447

-
0.101

0.373

0.411

-0.101

-0.009

1.280

0,219

-0.179

0.303

-0.126

-0.180

2.475

0.727

1.504

0.016

-

3.214
-
0.081

-0.288

0.141

-0.084

-0.137

2.891

0.561

2.156

0.031

-

3.274
-
0.077

-0.129

0.292

-0.098

-0.132

2.756

0.630

0.053

0.637

-0.277

べ1218

3380

0.903

2.184

-O､239

-

6.905

-
0.253

J､134

0396

-0.196

-0.164

4､172

0.736

3.200

-0.229

-

6.721
-
0.178

0､244

0.703

-0.199

-0.141

4.036

0.850

0.311

0.230

-0.036

･0.025

0.808

0.259

0､494

0.076

-

2.871

-
0.123

0.252

0.200

亀〇20

0､001

0.862

0､217

0.601

0.094

-

2.771
-
0.0%

0.440

0.325

-0.026

-0.015

0.870

0.262

0.087

0.279

-0.084

･0.067

3､697

1.147

2.084

0.059

-

5.315
-
0.048

0､002

0.161

-0.074

-0.053

4.176

0.972

0.398

0.509

-0.120-0.092

4､506

1.406

2.578

0.134

-

8.187

-
0.170

0.253

0.361

-0.094

-0.053

5.039

1.189

0.371

0.540

-0.160

■0.060

3.914

0.950

2.475

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾思

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

o､050

0.275

べ1125

･0.0521

3.269

0､745

2.078

0.321

0､264

亀〇35

･0､008

0.645

0.205

0.397

:性新生物　　　　　　0.192　-0､157　0.036

胃の悪性.新生物　　　0.299　0.308　0.607

肝及び肝内胆管　　　-0､137　、0.195　-0.332

気管、気管支及び肺　･o､036　■0.112　、0.149

1環器系の疾思　　　　0.834　2.470　3.305

心疾患（高血圧性除く) 0.182　0､593　0.775

脳血管疾患　　　　　0.614　1.636　2.250

殺　　　　　　　　-0､177　0.021　-0.156
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-0.146　一〇.200　-0.346

-0.037　-0.118　¬0.155

0.754　2.326　3.08£）

0.143　0.494　0.636

0.564　1.581　2.!44

表２：性別・年齢階級別・死因別にみた平均寿命の変化への寄与年数（関東:1975-2000年）

都道府県　　疾病分類　　　　Total　　0-64　Total　都道府県　　　疾病分類　　　0-64　　65-　Total　　O-64’65　Total

茨城　　　総数　　　3.371　3.331　6.703　　2,788　5.123　7､910　　　　　　　　3.233　3.379　6.612　　2.453　5.115　7.568
感染症及び寄生虫症　　0.101 0.038　0.139　　0.094　0.014　0.108

悪性新生物　　　　　　0､205　-o､212　-0.007　　0.388　0.050　0.438

　胃の悪性新生物　　　0.360　0.234　0.594　　0.291　0.219　0.510

　肝及び肝内胆管　　、■0.154　一〇､160　-0.314　-0.029　-0.086　･0.115

　気管、気管支及び肺　-0.043　-0.173　･0.216　-0.018　-0､060　-o､078

循環器系の疾患　　　　1､034　2.676　3.710　　0､867　3.514　4.381

　心疾患（高血圧性除く) 0.177　0.540　0.717　　0.291　0.756　1.048

　脳血管疾忠　　　　　0､800　1､913　2.713　　0.526　2､363　2.8≪9

感染症及び寄生虫症 0.132　0.067　0.199
悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高皿圧性除く）

　脳血管疾患

0.201

0.361

-O』61

-0.029

0.983

0.090

0.846

-0.188

0.291

-0.157

-0.165

2.716

0.447

0.013

0.652

-0.318

-0.195

3.699

0.537

悪性新生物
　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

　　　　　脳血管疾忠　　　　　0.800　1.913　2.713　　0.526　2.363　2.8≪9　　　　　脳血管疾患　　　　()｡846　2.056　2.902　　0.542　2.618　3.160

　　　　自殺　　　　　　　-0.207　-0.003　-0.210　　0.043　0.024　0.067　　　　自殺　　　　　　　　-0.182　0､010　-0.173　　0､016　0.064　0.080　　　　　　

3.304　3.406　6.710　　2.777　5.080　7.857　埼玉　　　　　　2.810　3.435　6.245　　2.449　5.083　7.532

　　　感染症及び寄生虫症　　o､102　0.035　0.137　　0.076　0､007　0.083　　　感染症及び寄生虫症　　0.090　0.067　0.157　　0.102　0.040　0.142
0.179　-O.085　0.093

0,355　0.328　0.684

-0.150　-0.154　-0.304

-0.055　■0.163　-0.218

0.981　2.732　3.713

0.163　0.557　0.720

悪性新生物　　　　　　0.281　-o､183

　胃の悪性新生物　　　0.358　0.329

　肝及び肝内胆管　　　、0､145　¬■0.187

　気管、気管支及び肺　･0.035　-0.160

循環器系の疾患　　　　0.861　2.623

　心疾患（高血圧性除く) 0.156　0.537

0.688

･0.333

･0.195

3.484

0.693

0.2S7　0.095　0､382

0.242　0.280　0.522

-0.040　･0.100　･o､140

-o､006　-0.045　-0.051

0.841　3.644　4.485

0､271　0､812　1.084

0.536　2.592　3､128

0.100　0.057　0.158

2.396　4.851　7.247

0.090　0.024　0.113

0.377　0､011　0.388

0.312　0.265　0.577

-0.036　･0.097　・0.134

-0.002　-0.074　-0.076

0.741　3､311　4.052

0.250　0.672　0.922

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.643　1､765　2.408　　0.448　2.166　2.614

　　　　自殺　　　　　　　　-0.153　0､019　、0､134　　0.043　0.058　0.101

■4･、｜　　　~、　　　　　・2､383　2､972　5.355　　2.133　4.541・　6.674

　　　　､。征びー　　.E　　0.093　0.064　0.157　　0.O8O　0､004　0.085

悪性新生物　　　　　　0.232　4〕1.187　0.045

　胃の悪性新生物　　　0.352　0.317　0.669

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.782　2､031　2.813　　0.536　2.592　3､128　　　　　脳血管疾患　　　　　0.714　1.862　2.576　　0､491　2.244　2.735

　　　　自殺　　　　　　　　-0.077　0､021　-0.056　　0.100　0.057　0.158　　　　自殺　　　　　　　　一〇｡142　0､028　-0､114　　0.022　0.070　0.092

千葉　　　総数　　　　　2､818　3､312　6､130　　2.396　4.851　7.247　　　　　　　　2.078　2.770　　　1.962　4.350　6､312

　　　感染症及び寄生虫症　　0､086　0.067　0.153　　0.090　0.024　0.113　　　感染症及び寄生虫症　　0､112　0.067　0.179　0.089　0.015　0.103

循環器系の疾患　　　　0.862　2.688

　心疾患（高血圧性除く) 0.112　0.576

-0.209

3.550

0.688

気管，気管支及び肺　，0,026　-0.183

-0.125　4〕､176　-0.301肝及び肝内胆管

悪性新生物　　　　　　0.226　-0.123　0.102

　胃の悪性新生物　　　o､324　0.3)3　0､638

0.071　0,055　0.126

0.260　0.063　0.323

0.263　0.255　0.5)8

-0.039　■0.092　-0.131

-0.016　-0.051　0.067

0.807　3.682　4.489

0.221

0.542

0､016

-
2.449

-
0.102

0.336

0.304

-0.030

-0.028

0.794

0.260

0.713

2.618

0.064

-

5.083

- 040

0.029

0.240

-0.111

-0.060

3.493

0.824

0.933

3.160

0.080

-

7.532

一0.142

0.365

0.544

-0.141

-0.088

4.288

1.085
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３．悪性新生物

　悪性新生物死亡率変化による寿命変化への寄与年数

は，65歳以上では男性で長野県(0.04年），宮城県

（-0.03年），富山県（-0.03年）の順で高く（表1, 3),

逆に静岡県(-0.37年），高知県(-0.37年），徳島県

(-0.36年）の順で低かったが（表4, 7),長野県を除

くすべての都道府県で寿命を縮める要因となってい

る。女性では，新潟県(0.29年），秋田県(0.23年），

香川県(0.19年）の順で高く（表1, 3, 7),逆に鹿

児島県（-0.05年），兵庫県(-0.02年），大阪府･（-0.01

年）の順で低かった。（表5, 8)

　全体では男性で富山県(0.43年），長野県(0.39

年），山形県(0.36年）の順で高く（表1, 3),最も

低いのは高知県(-0.24年）であり，次いで静岡県

（-O｡21年），島根県(-0.16年）の順で低かった（表4，

6, 7)。女性では，新潟県(0.76年），香川県(0.76

年），奈良県(0.70年）の順で高く（表3, 5, 7),沖

縄県(0.07年），岩手県(0.25年），鹿児島県(0.29

年）の順で低かった。（表1, 8)

4.心疾患（高血圧性を除く）

　心疾患については，65歳以上では男性で滋賀県

（0.81年），熊本県(0.77年），奈良県(0.75年）の順

で高く（表5, 8),沖縄県（O｡25年），愛媛県(0.40

年），青森県(0.41年）の順で低かった（表1, 7, 8)。

女性では，最も高いのが北海道(1.15年）で，次いで

佐賀県(1.12年），熊本県(1.05年）の順で高く（表

1, 8),逆に沖縄県(0.39年），愛媛県(0.58年），高

知県(0.63年）の順で低かった。（表7, 8)

　全体では男性で滋賀県(1.12年），熊本県（1.08

年），富山県(0.96年）の順で高く（表3, 5, 8),逆

に沖縄県（0.30年），愛媛県(0.48年），福島県(0.52

年）の順で低かった（表1, 7, 8)。女性では，北海

道(1.41年），佐賀県(1.40年），熊本県(1.38年）の

順で高く（表1, 8),沖縄県(0.64年），愛媛県(0.79

年），新潟県(0.82年）の順で低かった。（表3, 7,

8）　　　　　　　　　　　　　　　　

表３：性別・年齢階級別・死因別にみた平均寿命の変化への寄与年数（甲信越・北陸:1975-2000年）

都道府県　　　疾病分類　　0-64　　Total　　0-64 65　Total　都道府県　　　疾病分類　　　0-64　　Total　　0-64　Total

新潟　　　総　数　　　　3.154　3.456　6､610　　2.438　5.780　8.218　富山　　　総　数　　　　3､272　3､720　6.992　　2.765　5.634　8.398
　　　感染症及び寄生虫症　　0.133　0､053　0.186　　O.IOI　0.061　0.162　　　　感染症及び寄生虫症　　0.127　0､107　0.234　　0.088　0.066　0.154

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾思

0.369

0.417

-0.081

-0.031

0.985

0.124

-0.110

0.317

心､093

-0.187

2.722

0.438

1､993

0.259

0.734

､0.173

-o､218

3.707

0.562

0.471

0.374

-0.024

-O､oil

0.709

0.166

0.508

0.292

0.341

･0.064

･0.053

3.784

0.652

0.762

0.715

■0.088

-0.064

4.493

0.818

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.457

0.466

-0､128

-o､005

0､992

0.248

･O.030

0.331

J､142

･0､117

2.845

0.426

0.797

･O､270

-0.122

3.837

0.959

2.596

0.505

0.370

-0.036

-0.023

0.758

0.271

0.151

0.313

-0.097

-0.065

3.778

1.016

2.397

0.657

0.683

-0.134

-0.088

4.536

1.287

　　　　　脳血管疾思　　　　　0.813　1､993　2.806　　0.508　2.645　3.153　　　　　脳血管疾患　　　　　0.706　1.890　2.596　　0.467　2.397　2.864

　　　　自殺　　　　　　　　-0.279　0.045　-0.234　　0.048　0､103　0.151　　　　自殺　　　　　　　-o､187　0.010　-0.176　　0､070　0.044　0.H4

石川　　　総　数　　　　3.010　3.39S　6.409　　2.707　5､609　8､316　福井　　　総　数　　　　2.775　3､648　6.424　　2.734　5.570　8､304

　　　感染症及び寄生虫症　　0.131　0.098　0.229　　0.099　0.061　0､160　　　　感染症及び寄生虫症　0.118　0､154　0.271　　0.073　0.106　0.179

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾忠（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.322

0.398

-0.138

-0.054

0.880

-0､166

0.311

-0.160

-0.190

2.549

0.637

1.623

0.156

0.709

-0.298

-0.244

3.429

0.813

0.473

0.344

-0.041

0.000

0.720

0.241

0.146

0.321

-0.114

-0.061

3.558

0.990

0.619

0.665

-0.155

-0.061

4.278

1.230

悪性新生物　　　　　　0.352

　胃の悪性新生物　　　0.350

　肝及び肝内胆管　　　一〇､140

　気管、気管支及び肺　、0.015

循環器系の疾患　　　　0.724

　心疾患（高血圧性除く) 0.129

-0.158

0.307

-0.153

-o､191

2.633

0.687

0.194

0.657

-0.293

-o､206

3.357

0.816

0.500

0.299

-0.036

･0.003

0.736

0.277

o､057

0.285

･0.113

-0.073

3.507

0.973

0.558

0.584

■0.149

-0.075

4243

1,251

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.659　1.623　2.282　　0.440　2.071　2.511　　　　　脳血管疾患　　　　　0.554　1.630　2.184　　0.423　1.989　2.412

　　　　自殺　　　　　　　　-0,169　0.022 -0.148　　0.039　0.041　0.081　　　　自殺　　　　　　　　-0.161　0.022　-0,140　　0.093　0.041　0.134

山梨　　　総　数　　　　2.995　3,314　6.310　　2.370　5.131　7.501　長野　　　総　数　　　　2.773　3.790　6.564　　2.574　5.496　8.070

　　　感染症及び寄生虫症　　0.129　0,085　0.215　　0.107　0.044　0.151　　　　感染症及び寄生虫症　　0.05-1　0.027　0.080　　0.082　0.015　0.097

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾忠（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.216

0.280

-0.222

べ1019

0.799

0.104

0,661

-0.143

-o､040

0.324

0.216

-0.140

2.603

0.447

2.027

0.176

0.603

ｲ).438

-0.160

3.402

0.551

2.688

0.321

0.238

-0.038

-0.015

0.748

0.225

0.485

0.164

0.275

､0 .154

･0 ､040

3.718

0.763

2.717

0.039

0.486

0.514

-0.193

-O.055

4.466

0.9883.201

悪性新生物
　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.355

0.351

-0.103

,0.016

0.953

0.213

0.704

0.037

0.340

-0.116

-0.127

3.055

0.691

2.!65

0.392

0.691

､0.219

-0.143

4.007

0､905

2.869

0.411

0､256

･0.031

､0.003

0.866

0.266

0.556

o､182

0.259

-0.087

-0.034

4.049

0､915

0.593

0.515

-0.118

-0.037

4.915

1.181

3.350

表４：性別・年齢階級別・死因別にみた平均寿命の変化への寄与年数（東海:1975-2000年）

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

0.262

0.341

･0.138

-0.050

0.820

0.211

-0.265

0.275

-0.179

･0.202

2.617

0.557

1.768

尨003

0.617

-0.317

･0.252

3.437

0.768

0.340

0､259

-0.030

､0.021

0.761

0.272

0.107

0.258

-0 .098

-0 .060

3.634

0.876

0.447

0､517

-0.129

0.080

4､395

1.148

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

0.162

0.254

-0.155

-0,039

0.826

0.168

-0.373

0.189

-0.229

-0.166

2.513

0.594

0､443

-O､384

-0､205

3.338

0､762

0.317

0.241

-0.034

-0.025

0.662

0.002

0.199

-0.104

-0.061

3.264

0､836

0.319

0.440

-0.138

-0.086

3.927

1.047

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.578　1.768　2.346　　0.449　2.308　2.757　　　　　脳血管疾患　　　　　0.606　1.669　2.275　　0.409　2.023　2.432

　　　　自殺　　　　　　　.･0.130　0.034　･0.096　　10.082　0.096　0.177　　　　自殺　　　　　　　　-0.107　0.012　-0.095　0.041　0､053 ・ 0.093

愛知　　　総　数　　　　2.521　3､193　5.714　　2､403　5.002　7.405　三重　　　総　数　　　　3.068　3､184　6.252　　2.403　5.054　7.458

　　　　感染症及び寄生虫症　　0.145　0.134　0.278　　0.099　0.061　0.159　　　　感染症及び寄生虫症　　0.116　0.098　0.214　　0.074　0.035　0.109

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患
　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.217

0､332

-0.140

-0.051

0.730

0.191

0.499

-0.275

0.267

､0.188

･O､188

2.602

0.610

1.697

-0.058

0.600

-0.328

-0.239

3.332

0.800

2.196

0.382

0.292

-0.036

■0.026

0.743

0.250

0.445

0.020

0.237

･0.105

-0.069

3.557

0.858

0.402

0､528

-0.141

石､096

4.301

1.108

2.614

悪性新生物　　　　　　0.291　-0.132　0.159

　胃の悪性新生物　　　0.367　0.279　0.646
　肝及び肝内胆管　　　-0.133　･0.172

　気管、気管支及び肺　･0.035　･0.15Z

循環器系の疾患　　　　0.738　2､580

　心疾患（高血圧性除く) 0.182　0.638

脳血管疾患 0.504　1.640

-0.305

-0.187

3.317

0.820

2.144

0.407

0.286

-0-034

･0.019

0.690

0.249

0.407

o､124

0.261

･0.110

-0.051

3､569

0.906

2.131

0.531

0､548

-0､144

-0.070

4.259

1.154

2.538
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５。脳血管疾患

　脳血管疾患についてみると，65歳以上では男性で

長野県(2.17年），岩手県(2.16年），山形県(2.10

年）の順で高く（表1, 3),沖縄県（L23年），香川

県(1.29年），佐賀県(1.33年）の順で低かった（表

7, 8)。女性では，最も高いのが岩手県(2.87年）で

あり，次いで長野県(2.79年），宮城県(2.77年）の

順で高く（表1, 3),逆に沖縄県(1.33年），香川県

(1.61年），大阪府（1.80年）の順で低かった。（表5，

7, 8)

　全体では男性で岩手県(3.20年），山形県(3.03

年），福島県(2.98年）の順で高く（表1），逆に香川

県(1.71年），沖縄県(1.81年），大阪府(1.87年）の

順で低かった（表5, 7, 8)。女性では，岩手県(3.47

年），福島県(3.35年），長野県(3.35年）の順で高く

（表1, 3),沖縄県(1.84年），香川県(1.90年），大

阪府(2.18年）の順で低かった。（表5, 7, 8)

6.自殺

　自殺については，65歳以上では男性で新潟県（0.05

年）√香川県(0.04年），岐阜県（O｡03年）の順で高く

（表3, 4, 7),沖縄県(-0.02年），山梨県（-0.01年），

佐賀県(-0.01年）の順で低かった（表3, 8)。女性で

は，新潟県（0.10年），岐阜県（0.10年），島根県

（0.10年）の順で高く（表3, 4, 6),逆に茨城県

（0.02年），青森県(0.03年），秋田県（0.05年）の順

で低かった。（表1, 2)

表５：性別・年齢階級別・死因別にみた平均寿命の変化への寄与年数（関西:1975-2000年）

都道府県　　　疾病分類　　　0-64　１　Total　　0､64　　6 Total　都道府県　　　疾病分類　　　0-64　Total　　0-64 Total

滋賀　　　総　数　　　　3.179　3､619　6.798　　2.906　5.352　8.258　京都　　　総　数　　　　2.469　3.127　5.596　　2.240　5.015　7.256
　　　　　　　　　　　　感染症及び寄生虫症　　0.!29　0.102　0.231　　0､080　0.094　0.174　　　　感染症及び寄生虫症　　0.139　0.112　0.251　　0.093　0.024　0.J17

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.316

0.341

-0.099

-0.012

0､952

0､308

,0.188

0.296

一〇'.143

-0.240

2.846

0.808

0.129

0.637

-0.243

､0､253

3.799

1､!!5

o

､499

0.323

-0.036

-0.006

0.088

0､264

･0.088

-0.067

3.644

0.986

0.588

0.587

-0.124

-0.073

4.458

1.246

悪性新生物
　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

脳血管疾患

0.258

0.331

-0.165

0.026

0.624

0.167

･0.242

0.296

､0.207

-o､215

2.461

0.016

0.627

-0.372

-0､242

3､085

0.887

0.441

0.281

-0.043

-0.010

0.567

0.225

0.047

0-275

0.149

-0.082

3.383

1.001

0､488

0､556

0.191

-0.093

3.950

1.225

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.611　1.712　2.323　　0.503　2』53　2.656　　　　脳血管疾患　　　　　0.420　1､467　1.887　　0.303　1､921　2.224

　　　　自殺　　　　　　　　一〇1.135　0.034　-0.102　　0.120　0.074･　o､194　　　　自殺　　　　　　　　-0.151　0､011　-0､140　　0､076　0.058　0.134

大阪　　　総　数　　　　2.585　2.873　5､457　　2.469　4.790　7.259　兵庫　　　総　数　　　　2.883　2.950　5､833　　2.427　4600　7.027

　　　　感染症及び寄生虫症　　o､158　0.104　0.262　　0103　0.034　0.137　　　　感染症及び寄生虫症　　0.169　0.131　0.300　　0.122　0.057　0.179

悪性新生物
　胃の忠性新乍物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患
　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

o､244

0.324

-0.213

-0.031

0.746

0､194

-0.244

0.305

ｲ1318

-0.149

2.333

0,694

-0､001

0.630

-0.530

-0.180

3.080

0.888

o､434

0.273

-0.055

･0.023

0.729

0.299

0.008

0.277

-0.187

-0.084

3.339

1､026

0.426

0.551

J.242

-0､107

4､068

1.325

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.248

0.340

-0.210

-0.018

0.760

0.187

-O.307

0.253

-0,268

-0.169

2.255

0.554

-0.059

0.593

-0.478

-0.187

3.015

0.742

0.440

0､272

-0.055

ｲ).011

0.659

0.247

･0.016

0､234

-0.161

J.061

2.980

0.423

0.506

-0.216

-0.072

3.639

0,998

　　　脳血管疾患　　　　　0､508　1.361　1.868　　0.384　1､798　2.182　　　　　脳血管疾患　　　　　0.528　1.453　1.981　　0.368　1.844　2.212

　　　自殺　　　　　　　　一一0.181　0.009　-0.173　　0.108　0.063　0.171　　　　自殺　　　　　　　　-0.148　0.015　-0､133　　0.115　0.065　0.180

奈良　　　総　数　　　　2.911　3.547　6.458　　2､880　4､968　7､848　和歌山　　総　数　　　　3.088　2.738　5.826　　2.614　4651　7.266
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一　　　感染症及び寄生虫症　　o､132　0､081　0.213　　0.137　0､039　0.176　　　　感染症及び寄生虫症　　0.191　O.lO'l　0.295　　0.098　0.048　0.146

悪性新生物　　　　　　o､417　-0.081　0.336

　胃の悪性新生物　　　0.419　0､393　0.812

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

-0.177

-0.008

0.740

0.194

0.497

-0.162

-0.252

-0､169

2､730

0.749

1.685

-0.429

-0.176

3.469

0.943

2.182

0.561

0.359

-0.042

-0.012

0.774

0.313

0.410

0､143

0.338

-0.129

-0.081

3.478

0､957

2.069

0.061

0.704

0.697

-0.172

･0.093

4.252

1.270

2.479

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.194

0､384

-0.221

､0.065

0.570

0.083

0､448

,0 '.235

0.365

4)､254

一〇1.238

2.148

0.436

1.532

-0.M2

0.749

-0.475

-0.303

2.718

0､519

1.980

0.389

0.242

-0.060

-0.009

0.645

0.269

0.358

0.062

0､262

-0.151

亀060

2.≫25

0.704

1.841

0.079

0.450

0.504

-0.211

一〇1.069

3.470

0.973

2.199

表６：性別・年齢階級別・死因別にみた平均寿命の変化への寄与年数（中国:1975-2000年）

都道府県　　疾病分類　　　Total　　0-64
65- Total　都道府県　　疾病分類　　　o_。65- Total　　O･64

‾65:’　Total

鳥取　　　総　数　　　　3.157　2.895　6.052　　2.460　4.781　7.241　島根　　　総　数　　　　3.063　2.997　6.060　　2.306　5.228　7.533

　　　　感染症及び寄生虫症　　0,084 － 0.036　0.120　　0.085　0.023　0.109　　　　感染症及び寄生虫症　　0.124　0.044　0.168　　0.105　0.053　0.158

　　　　悪性新生物　　　　　　0.176　-0.212　-0.035　　0.397　0.073　0.470　　　　悪性新生物　　　　　　0.176　-0.337　-0.161　　0.309　0.129　0.438

　　　　　胃の悪性新生物　　　0.322　0.304　0.627　　0.290　0.284　0.574　　　　　胃の悪性新生物　　　0.338　0.219　0,558　　0.271　0.296　0.567

　　　　　肝及び肝内胆管　　　一〇.182　-0.181　-0.363　¬0.038　-0.111　-0149　　　　　肝及び肝内胆管　　　-0.208 ’ -0,194　-0.402　　一〇1.045　-0.119　-0.164 ，

　　　　　気管，気管支及び肺　-0.066　-0.171 -0.237　-0.006 -0.052　･0.058　　　　　気管，気管支及び肺　-0.028　-0,176　'0.204　　-0.024　j.046　-0.069

　　　　循環器系の疾患　　　　0.931　2.541　3.472　　0.623　3.241　3.864　　　　循環器系の疾患　　　　0.974　2.620　3.594　　0.769　3.556　4.325

　　　　　心疾患（高血圧性除く) 0.201　0.667　0.868　　0.194　0.SS6　1.080　　　　　心疾患（高血圧性除く) 0.199　0.562　0.761　　0.275　0.807　1.083

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.667　1.698　2.365　　0.399　2.053　2.452　　　　　脳血管疾患　　　　　0,721　1.812　2.533　　0.469　2.300　2.769

　　　　自殺　　　　　　　　-0.173　0,006　，0」67　　0.075　0.057　0.132　　　　自殺　　　　　　　　-0.233　0.022　一〇1.212　　0.127　0,094　0.221

岡山　　　総　数　　　　2.805　2.643　M48　　2.280　4.958　7.238　広鳥　　　総　数　　　　3.017　2.779　5.797　　2.574　4.779　7.353

　　　　感染症及び寄生虫症　　0.147　0.089　0.236　　0.088　0.050　0,138　　　　感染症及び寄生虫症　　0.117　0.057　0.174　　0.101　0.028　0.128

悪性新生物

　胃の悪性新生物
　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾思

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.227

0.305

-0.192

-0.038

0.638

-0.285

0,228

¬0.236

べD.157

2.197

0.456

-0.058

0.533

-0.429

-0.195

2.835

0.569

0.427

0.253

ｲ3.044

0.000

0.588

0､197

0. 118

0. 249

-0.132

■0.032

3.138

0.753

2,125

O､545

0.502

､0.176

-0､033

3､726

0.950

2.490　　　　　脳血管疾患　　　　　0.485　1.608　2.093　　0.365　2,125　2.490

　　　　自殺　　　　　　　　-0.132　o.on　-0.122　　0.038　0.056　0.096

山口　　　総　数　　　　3.119　2.805　5.924　　2.519　4.618　7.138

　　　　感染症及び寄生虫症　　0.176　0.094　0.271　　0.109　0.066　0.174
悪性新生物　　　　　　0.218

　胃の悪性新生物　　　0.296

　肝及び肝内胆管　　，0.165

　気管，気管支及び肺　-0.021

循環器系の疾思　　　　0.827

　心疾患（高血圧性除く) 0.128

　脳血管疾患　　　　　0.651

自殺　　　　　　　　-0.161

-0,263

0.277

-0,228

-0.177

2.347

0.507

1,584

0,023

-0.045

0.573

-0.393

-0.198

3.174

0.635

2.235

O､370

0､269

-0.054

､0.叩8

0.684

0､207

0.433

0.058

0.265

-O､140

-o､074

3.178

0.738

1.989

0.428

0.534

､0.194

･0.082

3､862

0.944

2.422

悪性新生物　　　　　　0.217

　胃の悪性新生物　　　0.321

　肝及び肝内胆管　　　-0.245

　気管、気管支及び肺　-0.035

循環器系の疾患　　　　0.740

　心疾患（高血圧性除く) 0.181

　脳血管疾患　　　　　0.518

-0.345

0.254

-0.293

-0.173

2.210

0.572

1.423

･0.128

0.575

-0､538

-0.208

2.950

0.753

1.940

-0､115

0.404

0.269

-0.053

-0.008

0.716

0.271

0.410

0.065

0.268

-0.168

-0.063

3.104

0,833

1.906

0.469

0.537

､0.221

-0.071

3.820

1､105

2.316
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　全体では男性で徳島県(-0.03年），群馬県(-0.06

年），高知県(-0.07年）の順で高く（表2, 7),最も

低いのは青森県(-0.33年），佐賀県(-0.33年），沖縄

県(-0.32年）の順で低かった（表1, 8)o女性では，

島根県(0.22年），徳島県(0.21年），滋賀県(0.19

年）の順で高く（表6-8),沖縄県（-0.00年），青森県

（O｡03年），福島県（0.05年）の順で低かった。（表1）

　　　　　　　　　　考察

　本研究では，主に高齢者が各都道府県において，ど

のような疾患がどの程度，寿命変化に寄与していゐか

を定量的に評価した。その結果，全死因について都道

府県別に比較すると，全年齢階級では男女ともに青森

県を除く東北（特に日本海側），甲信越，北陸，四国

（高知，徳島県），九州（長崎，大分，熊本，宮崎，鹿

児島県）で寿命延長が大きい傾向にある。一方，関東

（特に東京都）√近畿（特に大阪，京都府）といった大

都市部では他の都道府県と比較して寿命延長が小さい

傾向にある。 65歳以上については，男性では甲信越，

北陸で寿命延長への高い寄与がみられた。女性では，

西低東高の傾向がみられた。

　死因別にみると，感染症死亡率の変化による寿命変

化への寄与は，男性の65歳以上では北海道，九州で

高い傾向にあり，関東で低い傾向にある。一方，女性

では地域格差はあまりみられず，男女とも全体的には

寿命変化への寄与は小さかった。 1975年時点では疾

表７：性別・年齢階級別・死因別にみた平均寿命の変化への寄与年数（四国：1975-2000年）

都道府県　　疾病分類　　　0-64　65- Total　　0-64 65-　Total　都道府県　　　疾病分類　　　0-64　65- Total　0､64　Total

徳島　　　総　数　　　　3.570　2､998　6､568　　3.081　5.199　8.279　香川　　　総　数　　　　　3.326　2､838　6､164　　2.906　4.591　7.497

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感染症及び寄生虫症　　0.174　0.0%　0.270　　0.146　0.061　0.207　　　　感染症及び寄生虫症　　O.)44　0､117　0､261　　0.082　0.061　OJM
　　悪性新生物　　　＿　0.225　-0.363　-0.!38　　0.429　0.036　0.465　　　　悪性新生物　　　　　　0.382　-0.175　0.208　　0.563　0.193　0.756

　　胃の悪性新生物　　　0､356　0.180　0.536　　0.292　0.241　0.534　　　　　胃の悪性新生物　　　0.413　0.307　0.721　　0.314　0.309　0-623

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

-0.218

･0.048

0.890

0.265

-0.216

-0.209

2.392

0.675

-0､434

-0.256

3.282

0.940

-0.051

･0､005

0.816

0.321

-0.135

-0.059

3.486

1.040

■0.187

-0.064

4.301

1.362

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

-0.186

-0.019

0､603

0.164

-0.197

-0､173

2.101

0､617

-0.383

･0.191

-0.043

0.030

0.602

0.273

-O､109

､0.022

2.795

0.817

-0.152

0.008

3.397

1.090

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.566　1.457　2.024　　0.442　2.014　2､455　　　　　脳血管疾患　　　　　O､420　1.28≪　1.708　　0.288　1.611　1､899

　　　　自殺　　　　　　　　ｲ).039　0.004　、0.034　　0.162　0.050　0､212　　　　自殺　　　　　　　、0､131　0.035　-0.096　　0.094　0､063　0.157

愛媛　　　総　数　　　　3.235　2.883　6､n7　　2､729　4､707　7.436　高知　　　総　数　　　　3.833　2､877　6.710　　3.035　4.968　8.004

　　　　感染症及び寄生虫症　　0.141　0.074　0.215　　0.094　0､030　0.124　　　　感染症及び寄生虫症　　0.136　0.073　0.209　　0.095　0.049　0.144

　　　　悪性新生物　　　　　　0.225　･0.220　0.004　　0.454　0､137　0､591　　　　悪性新生物　　　　　　0､131　-0.367　-0.237　　0.453　0.040　0.493

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾忠

　心疾忠（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.335

-o､256

-0.040

0.782

0､078

0.677

j､172

0.269

-0.243

､0.177

2.188

0､401

1.601

0.603

-0.498

-0.217

2.970

0.479

2.278

0.333

-0.048

0.008

0.660

0.207

0.420

　0.271

-0.130

ヽ､0.066

2､865

0.583

1.966

0.604

-0.178

､0.058

3､525

0.789

2.387

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾忠

　心疾忠（高血圧性除く）

　脳血管疾患

自殺

0.247

-0.170

-0.048

0.947

0､211

0.665

0.202

-0.190

-o､189

2.490

0､461

1.869

0.448

ｲ1360

-0.237

3.436

0.672

2.533

0.211

-0.030

-o､002

0.776

0､251

0.480

0.228

-0.】,31

-0.069

3.558

0.628

2.599

0.039

0.439

･0.161

-0.071

4.334

0.879

3.079

表８：性別・年齢階級別・死因別にみた平均寿命の変化への寄与年数（九州・沖縄:1975-2000年）

都道府県　　　疾病分類　　　0-64　　　0-64　　65- Total　都道府県　　　疾病分類　　　o-64　65- Total　　0-64 　Total

福岡　　　総　数　　　　3.100　2､766　5.866　　2.295　4.632　6､926　佐賀　　　総　数　　　　3」40　2.783　5.922　　2.987　4.997　7.985

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感染症及び寄生虫症　　0.152　0.118　0.270　　0.100　0.039　0,138　　　　感染症及び寄生虫症　　0.198　0､086　0.285　　0.150　0､061　0､212

悪性新生物

　肖の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.275

0.330

べ)M'i

-0,021

0､961

0､261

-0.267

0.282

-0,319

-0,148

2.407

0.648

0.008

0､612

-0,562

-o､169

3.368

0､909

0.394

0.285

･0.054

-0.013

0.685

0.247

0.092

0.291

-0.188

-0.073

3.371

1､003

0.486

0.57C

-0.242

-0.087

4.056

1.250

悪性新生物
　肖の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血符疾患

0.344

0.409

-0.265

-0.039

0､893

0.217

-0.217

0.311

-0.262

･o､165

2.262

0.629

0.127

0､719

･0.527

-0.205

3.155

0.847

0.484

0.366

-o､073

0.008

0.759

0､282

0､071

0.306

､0､202

-0.043

3.428

1.119

0.554

0､671

-0.276

-O､035

4.187

1､402

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.634　1.489　2.123　　0.391 1.887　2.278　　　　　脳血符疾患　　　　　0.644　1.330　1.974　　0､130　1.836　2､267

　　　　自殺　　　　　　　　-0.202　-0.002　-0､204　　0.056　0.036　0､092　　　　自殺　　　　　　　　-0､316　-0.011　-0.328　　0.042　0.032　0.074

長崎　　　総　数　　　　3.449　3､101　6.550　　2.984　5.135　8.119　熊本　　　総　数　　　　3.714　3.270　6.985　　3.043　5.103　8.146

　　　　感染症及び寄生虫症　　o､186　0､H3　0.299　　0.147　0.054　0.201　　　　感染症及び寄生虫症　　0.188　0.152　0.340　　0.141　0.079　0.220

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

o､399

0.305

一〇1.174

･■0.014

0.970

0.147

0.734

-0.284

0.237

-0.222

･0､167

2.490

0.596

0.115

0.542

-0.395

-0.180

3.460

0.490

0.281

4)､047

､0.008

0.806

0.269

0.052

0.221

-0.126

-0.054

3.475

0､824

0.542

0､503

､0.173

-0.062

4.280

1､093

悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾思

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0

.

2 9 6

0

.

2 8 3

。

0

.

2 0 9

0

､

0 1 2

1

.

0 4 9

-0.226

0.206

-0.232

･0.137

2.651

0.070

0.489

-0.441

-0.125

3､700

1.084

0.480

0.258

-0.043

-0.013

0.805

0.327

0.100

0､185

･0.130

-0.058

3.510

1､052

0,580

0.443

-0.173

-0.071

4.315

1.379

　　　脳血管疾患　　　　　0.734　1.495　2.230　　0.468　1.965　2.433　　　　　脳血管疾患　　　　　0.660　1.599　2.259　　0.435　1.952　2.387

　　　自殺　　　　　　　　-0.154　0.015　-0.139　　0､063　0､043　0.106一一　　　　自殺　　　　　　　、0.208　0.008　-o､200　　0.022　0.039　0.062

人分　　　総　数　　　　3.924　3.041　6.965　　2､823　4.958　7.781　宮崎　　　総　数　　　　3.729　3.001　6.730　　2.810　5､205　8.014
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　一　　　感染症及び寄生虫症　　0､239　0､128　0.367　　0.143　0.083　0.226　　　　感染症及び寄生虫症　　o､187　0.139　0.326　　0.111　0.090　0.201

悪性新生物
　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

0.431

0.356

-0.175

0.005

0､952

0.224

-o､166

0､287

･0.209

-0.149

2､591

0.265

0.643

-0.384

-0.144

3.543

0.433

0.236

-0.059

･0.009

0.829

O､172

0､252

-0.133

-0.056

3.526

0.967

0.605

0,488

･0.191

-0.066

4.355

悪性新生物　　　　　　o､402　-0.274　0.128

　胃の悪性新生物　　　0.316　0.202　0､518

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

,(U60

-0,028

-0.159

-0.159

2.554

･0.319

-0.187

3.624

0.321

0.193

-o､051

､0.001

0､796

0.101

0.206

-O､102

-0.076

3.683

0.421

0.398

･o､153

､0､078

4.479

　　　　　心疾患（高血圧性除く) 0.224 1 0.667　0.891　　0.337　0.967　1.304　　　　　心疾患（高血圧性除く) 0.269　0.600　0､870　　0.299　1.037　1.336

　　　　　脳血管疾患　　　　　0.663　1.654　2317　　0.437　2､098　2.535　　　　　脳血管疾患　　　　　0.749　1.684　2.433　　0､456　2.169　2､625

　　　　自殺　　　　　　　　-0.140　0.014　-0.127　　0.052　0.042　0.094　　　　自殺　　　　　　　　-0.232　-O.006　-0.238　　0.053　0.020　0.073

鹿児島　　総　数　　　　3､689　2.832　6.521　　3.247　4.684　7.931　沖縄　　　総　数　　　　2.9%　3.027　6.023　　2.853　3.862　6.714

　　　　感染症及び寄生虫症　　0.256　0.149　0.405　　0.181　0.083　0.264　　　　感染症及び寄生虫症　　0.195　0.118　0,314　　0.137　-0.023　0.113

　　　　悪性.新生物　　　　　　0.272　-0.288　、0.017　　0.344　べ）.053　0.291　　　　悪性新生物　　　　　　0､323　-0.291　0.031　　0.320　-0.253 0.066悪性新生物

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.233

-0.192

-0.008

0.843

0､176

0.601

-0.091

0.163

､0.180

･0.136

2､195

0.486

1.446

0.396

-0.372

-0､143

3､038

0.662

2.048

0.174

､0.046

-0.0O6

0.816

0.297

0､488

0.098

O､139

べ1121

-0.071

0.312

-0,167

･･0,076

4.014

1.015

2.502

0122

　胃の悪性新生物

　肝及び肝内胆管

　気管、気管支及び肺

循環器系の疾患

　心疾患（高血圧性除く）

　脳血管疾患

0.197

-0.086

0.035

0､670

0.057

0.583

0.226

-0.115

-0.317

1.571

0.247

1.227

0.423

-o､200

･0.282

2.241

0､304

0.133

･0､031

-0.018

0.763

0.244

0.512

0.128

･0.077

-0.137

1.885

0.393

1.330

O､261

-0.1O8

･o､154

2.648

0.637

1.842
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性・年齢・疾患別にみた寿命延長への寄与に関する地域差　一高齢者を中心にー

病構造が感染症から生活習慣病へと転換し始め，感染

症による寄与は小さくなっていると考えられる。

　悪性新生物については，男性の65歳以上でほぼ全

ての都道府県で負の寄与を示している。つまり，対象

期間中にこの年代の悪性新生物死亡率が高くなったこ

とにより，寿命を縮めている。一方, 0-64歳では正の

寄与を示していることから，65歳以上での死亡率の

上昇が全年代での寿命延長を引き下げており，総数を

みてもどの都道府県も寄与は小さく，負の寄与を示し

ている地域が目立つ。また，地域の傾向としては西低

東高の傾向がみられる。女性では65歳以上で若干，

負の寄与を示す地域がみられるが，ほとんどの地域で

正の寄与を示している。しかし，その寄与は小さく，

地域的な差はさほどみられないよ特に，悪性新生物の

中でも男女ともに65歳以上，全年齢において，ほと

んどの地域の肝臓がんで負の寄与を示している。地域

別にみると，男性は西低東高の傾向である一方，女性

では西高東低の傾向であり，逆の傾向を示している。

また，肺がんについても負の寄与を示している。主に

肝臓がんや肺がんの死亡率悪化が悪性新生物全体の寄

与を押し下げている可能性があり，どの都道府県にお

いても死亡率の改善が伸び悩んでいる傾向がみられ

る。また，男女ともに地域格差は小さい。今後は特に

肝臓がんおよび肺がんの対策が重要であり，中高年に

おけるがん対策が重要となる。

　心疾患では，男女ともに全体的にみて比較的高い正

の寄与を示しており，65歳以上の高齢者の死亡率改

善によるものが大きい。一方，中年期では正の寄与が

小さい傾向にあるため2），中年期の心疾患予防対策が

重要となる。地域別では65歳以上，全年齢ともに北

海道，北陸，東海，関西および九州の一部で高い傾向

にある。また，脳血管疾患は全体的に他の疾患と比較

しても高い正の寄与を示しており，心疾患と同様に男

女ともに高齢者で高い正の寄与を示している。それに

対し，中年期における寿命の延びは高齢者と比較して

も低い傾向にある2）。心疾患と同様に中年期の予防対

策が重要となる。地域別では，65歳以上，全年齢に

おいて男女ともに東北（青森県を除く），甲信越で高

い正の寄与を示しており，西低東高の傾向を示してい

る。

　自殺については，男性の65歳以上では寄与がOに

近い地域が多く，自殺死亡率の改善はみられない。特

に東北，九州で負の寄与を示している地域がある。従

来から東北地方（秋田県，岩手県，青森県）を含む日

本海側および九州地方（宮崎県，鹿児島県など）は自

殺死亡率が高率であると指摘されているが11)本研

究の結果はこの結果を反映している。全体でも各都道

府県で負の寄与を示している。一方，女性についても

ほとんど寄与がみられず，全体についてみても正の寄

与を示している地域はあるものの，寄与は小さい。自
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殺は生活環境，経済など社会的要因が関連しており，

過疎県で多いという報告もあるため12)特に今回の

分析で比較的高い負の寄与を示した地域について，社

会的要因などの視点から検討する必要がある。また，

男性の自殺は全体的に寿命を縮める要因となっている

ため，男性における自殺予防対策は急務といえる。

　都道府県別では，本研究での結果みると，これまで

長寿の県の代表でもあった沖縄県の延びが他の都道府

県と比較して低い。これまで上位に位置していた男性

の平均寿命が2000年の調査lo)で26位にまで急落し

た，いわゆる“26ショック13)"を裏付けている。特

に心疾患，脳血管疾患，自殺の死亡率の改善が停滞し

ており，同時に寿命の延長にも影響を及ぼしている。

また,女性の平均寿命は全国第一位を維持しているが，

寿命の延びが頭打ち状態にあることが伺えられる。特

に悪性新生物，心疾患，脳血管疾患の死亡率改善が伸

び悩み，寿命延長の停滞に影響している。

　また,寿命延長の寄与が高い傾向にある地域として，

東北地方が挙げられる。谷口ら14)も1965年から1995

年までの30年間の男性平均寿命延び幅の順位で第10

位以内に入った県の中で4県が東北地方の県であった

と報告しており，地域の特性など詳細な研究が必要で

ある。しかし，青森県は東北地方の他の県とは違い，

特に男性における寄与は低い。鎌田ら15)は男性平均

寿命の改善には, 45-54歳の年齢階級の心疾患，脳血

管疾患対策に重点を置き，農業および出稼ぎ先におけ

る労働条件等も含めた生活習慣の向上が必要であると

報告しているが，高齢者を含めたさらなる検討が必要

であると考えられる。一方，2000年に男性で最も平

均寿命高く(78.90年)，女性でも85.31年と第三位で

あった長野県では10)特に高齢者の寿命の延びが高

くなっている。昭和40年代以降の県民健康づくり運

動といった長野県民の自立的な活動が寄与している一

つの要因と考えられるが，さらに検討を行う必要があ

る。

　地域的な特徴として，大都市部において寿命延長の

寄与が小さい傾向にある。これまでに，平均寿命の延

び幅について検討し，大都市部を持つ都府県では医療

システムが最も整備されているにもかかわらず，最も

平均寿命が延びていないことを指摘し，特に都市部の

中年期の死亡率改善が遅れている背景を探る必要があ

るという報告もある14)。重松ら16)は，都道府県別に

平均寿命の変遷を検討した結果，かつての短命県が長

命化した一方で，かつての長寿県では短命化している

という報告をしており，今後はその背景と要因を解明

することが重要である。また，年齢階級によっても地

域的な傾向がみられる疾患もあるため，疾患別のコホ

ート研究も重要であろう。

　寿命変化への寄与の都道府県格差を検討する上で，

死亡率格差を規定する要因を明確にし，改善可能な因
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子についでさらなる調査研究が重要である14)。一般

的に，平均寿命に影響を及ぼすと考えられている要因

として，生物学的要因(性・人種など)，行動学的要

因(喫煙・飲酒・栄養環境など)，社会的要因(人

口密度・医療サービス・経済状況など)が挙げられ

る1)･14)。また，神田ら17)は，運動，喫煙，飲酒習慣

および肥満出現割合の都道府県データを作成し，年齢

調整を行った上で都道府県格差をおよびその推移を観

察するとともに各都道府県の格差パターンの研究を行

っている。

　　　　　　　　　　　結論

　本研究では主に高齢者について，都道府県における

地域格差に起因している要因を探るために，まず，健

康指標の一つである平均寿命に着目し，都道府県別に

どのような疾患が寿命変化に寄与しているかを定量的

に評価七た。その結果，疾患によって地域格差がみら

れたものがあった。今後は，各都道府県について平均

寿命に及ぼす影響の要因を分析する上で，様々な要因

からみた多角的なアプローチが必要である。また，こ

のような多角的な検討によって，高齢者に特有な疾患

や地域の傾向を同定して，高齢者への効果的な予防対

策を講じることができ，死亡率の改善だけではなく

ＱＯＬの改善にもつながると考えられ，本研究の結果

はその一助となることが期待される。

　本研究は，平成17年度厚生労働科学研究費補助金

（がん予防等健康科学総合研究事業）の一環として行
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